
10

20

JP 7701385 B2 2025.7.1

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7701385号

(P7701385)
(24)登録日　令和7年6月23日(2025.6.23)(45)発行日　令和7年7月1日(2025.7.1)

(54)【発明の名称】　手ブレ防止機構、カメラモジュール、携帯端末

(51)国際特許分類
　   Ｇ０３Ｂ 5/00 (2021.01)
　   Ｇ０３Ｂ 30/00 (2021.01)
　   Ｈ０４Ｎ 23/68 (2023.01)

ＦＩ
　Ｇ０３Ｂ 5/00 　　　Ｊ 　　　
　Ｇ０３Ｂ 30/00 　　　　 　　　
　Ｈ０４Ｎ 23/68 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-575350(P2022-575350)
(86)(22)出願日　 令和4年11月7日(2022.11.7)
(65)公表番号　 特表2024-545538(P2024-545538 

A)
(43)公表日　 令和6年12月10日(2024.12.10)
(86)国際出願番号　 PCT/CN2022/130427
(87)国際公開番号　 WO2024/098220
(87)国際公開日　 令和6年5月16日(2024.5.16)

審査請求日　 令和5年1月12日(2023.1.12)

(73)特許権者　 516180667
北京小米移動軟件有限公司
Ｂｅｉｊｉｎｇ  Ｘｉａｏｍｉ  Ｍｏｂｉ 
ｌｅ  Ｓｏｆｔｗａｒｅ  Ｃｏ．，Ｌｔｄ．
中華人民共和国，１０００８５，北京市 
海淀区西二旗中路３３号院６号楼８層０ 
１８号
Ｎｏ．０１８，  Ｆｌｏｏｒ  ８，  Ｂｕ 
ｉｌｄｉｎｇ  ６，  Ｙａｒｄ  ３３，  Ｍ 
ｉｄｄｌｅ  Ｘｉｅｒｑｉ  Ｒｏａｄ，  
Ｈａｉｄｉａｎ  Ｄｉｓｔｒｉｃｔ，  Ｂ 
ｅｉｊｉｎｇ  １０００８５，  Ｃｈｉｎａ

(74)代理人　 110002734
弁理士法人藤本パートナーズ

(72)発明者　 宇野  勝
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル に 内 蔵 さ れ る 手 ブ レ 防 止 機 構 で あ っ て 、
　 基 部 と 、
　 前 記 基 部 に 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル の 光 軸 方 向 で 対 向 し て 設 け ら れ た 可 動 部 で あ っ て 、 前  
記 基 部 に 対 し て 、 前 記 光 軸 方 向 に 直 交 す る 第 １ 方 向 、 前 記 光 軸 方 向 及 び 前 記 第 １ 方 向 に 直  
交 す る 第 ２ 方 向 、 の 各 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 可 動 部 と 、
　 前 記 基 部 と 前 記 可 動 部 と を 連 結 し 、 前 記 可 動 部 を 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の う ち  
の 少 な く と も 一 つ の 方 向 に 移 動 さ せ る た め の 駆 動 力 を 発 す る 駆 動 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 可 動 部 は 撮 像 素 子 を 備 え 、
　 前 記 駆 動 部 は 、 駆 動 ワ イ ヤ を 、 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る よ う に 一 対 有 し 、 前 記 第 ２ 方 向  
に 対 向 す る よ う に 一 対 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 は 前 記 基 部 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 中 間 部 は 前 記 可  
動 部 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の う ち 少 な く と も １ 本 を 長 さ 方 向 に 変 形 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 可 動 部  
を 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 に 近 づ く 方 向 に 移 動 さ せ 、
  前 記 可 動 部 に は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 す る よ う に 、 前 記 基 部 に 向 か っ て 突 出 し た ２ つ の  
第 １ ワ イ ヤ ガ イ ド が 設 け ら れ 、 一 対 が 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 し て い る 方 の 各 駆 動 ワ イ ヤ が 前  
記 ２ つ の 第 １ ワ イ ヤ ガ イ ド の 外 周 面 に 当 接 す る 、 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】

請求項の数　13　（全17頁）
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　 前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 加 熱 さ れ る こ と で 長 さ 方 向 に 収 縮 し 、
  前 記 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 一 方 が 収 縮 し た 場 合 、 前 記 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆  
動 ワ イ ヤ の 他 方 は 伸 長 し 、
  前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機  
構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 部 に は 、 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る よ う に 、 前 記 可 動 部 に 向 か っ て 突 出 し た ２ つ の 第  
２ ワ イ ヤ ガ イ ド が 設 け ら れ 、 一 対 が 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 し て い る 方 の 各 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記  
２ つ の 第 ２ ワ イ ヤ ガ イ ド の 外 周 面 に 当 接 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 部 は 給 電 電 極 を 備 え 、   前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 は 、 前 記 給 電 電 極 に 固 定 さ れ る こ  
と で 前 記 基 部 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 給 電 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 通 電 に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 前 記 収 縮 が な さ れ る 、 請 求 項 ２ に  
記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 動 部 は 、 前 記 光 軸 方 向 視 の 形 状 が 四 角 形 で あ っ て 、
　 前 記 可 動 部 は 、 前 記 基 部 に 向 か っ て 突 出 し た ワ イ ヤ 変 曲 部 を 四 隅 に 備 え 、
　 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 の 側 面 に は 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 前 記 中 間 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 前  
記 駆 動 ワ イ ヤ の 前 記 中 間 部 が 前 記 可 動 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 手 ブ レ  
防 止 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 は 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 光 軸 方 向 に ず れ る こ と を 規 制 す る 溝 ま た は  
突 起 を 備 え る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 の 軸 方 向 端 部 に は 回 転 部 が 設 け ら れ 、 前 記 回 転 部 は 、 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部  
の 前 記 基 部 に 対 向 す る 端 面 か ら 一 部 が 突 出 す る よ う に 埋 め 込 ま れ た 回 転 体 を 備 え 、 前 記 回  
転 部 は 前 記 基 部 の 表 面 に 当 接 し て い て 、 前 記 基 部 の 表 面 に 対 し て 回 転 す る 、 請 求 項 ５ に 記  
載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 １ 方 向 で 対 称 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 ２ 方 向 で 対 称 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ 、 及 び 、 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一  
対 の 駆 動 ワ イ ヤ の 中 心 位 置 に 、 前 記 撮 像 素 子 の 前 記 光 軸 方 向 視 の 中 心 が 一 致 す る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル に 加 え ら れ た 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 部 と 、
　 前 記 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 に 応 じ て 制 御 を 行 う 制 御 部 と 、 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 の 大 き さ に 応 じ て 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ を 変  
形 さ せ る た め の エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 前 記 駆 動 部 に 対 し て 行 わ せ 、 前 記 振 動 検 出 部 が 振 動 を  
検 出 し な く な る と 、 前 記 エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 停 止 さ せ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機  
構 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 基 部 と 前 記 可 動 部 の 一 方 は 永 久 磁 石 を 備 え 、 他 方 は ホ ー ル 素 子 を 備 え 、
　 前 記 ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 基 部 に 対 す る 前 記 可 動 部 の 、 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の  
う ち の 少 な く と も 一 つ の 方 向 の 位 置 関 係 を 検 出 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 手 ブ レ 防 止 機 構 を 内 蔵 し た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の カ メ ラ モ ジ ュ ー ル を 備 え た 携 帯 端 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 端 末 （ 例 え ば ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト ） 等 の 機 器 が 備 え る カ メ ラ モ  
ジ ュ ー ル に 内 蔵 さ れ る 手 ブ レ 防 止 機 構 と 、 こ れ を 備 え た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 、 携 帯 端 末 に 関  
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 に 関 係 す る 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば 、 Ｃ Ｎ １ ０ ８ ７ ８ ０ ２ ０ ７ Ａ に 記 載 の 光 学 画  
像 安 定 化 （ Ｏ Ｉ Ｓ ） 機 構 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 従 来 技 術 で は 、 画 像 セ ン サ を 備 え た 動 的 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 、 静 的 プ ラ ッ ト フ ォ ー  
ム に 対 し て 、 カ メ ラ レ ン ズ の 光 軸 に 直 交 す る 複 数 の 方 向 に 動 く よ う に 構 成 さ れ て い る 。 具  
体 的 に 、 Ｏ Ｉ Ｓ 機 構 は ボ イ ス コ イ ル モ ー タ （ V o i c e  C o i l  M o t o r 、 Ｖ Ｃ Ｍ ） を 含 む 。 ボ イ  
ス コ イ ル モ ー タ は 、 前 記 動 的 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て の 画 像 セ ン サ フ レ ー ム 部 材 、 前 記 静  
的 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て の ボ イ ス コ イ ル モ ー タ の フ レ ー ム 、 そ し て 、 複 数 の Ｏ Ｉ Ｓ コ イ  
ル を 含 む 。 前 記 Ｏ Ｉ Ｓ コ イ ル は 、 カ メ ラ レ ン ズ の 光 学 軸 に 直 交 す る 複 数 の 方 向 に 動 的 プ ラ  
ッ ト フ ォ ー ム を 移 動 さ せ る 力 を 生 じ さ せ る べ く 、 磁 石 の 磁 界 内 で 画 像 セ ン サ フ レ ー ム 部 材  
に 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 構 成 で 駆 動 源 と し て 用 い ら れ る ボ イ ス コ イ ル モ ー タ は 、 効 率 が 低 く 消 費 電 力 が 大 き  
い 。 ま た 、 こ の 構 成 に お け る 動 的 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と 静 的 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 組 み 合 わ せ  
は 、 共 鳴 し や す い 、 姿 勢 差 が 大 き い 、 コ ス ト が 高 い と の 問 題 点 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の こ と に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 従 来 技 術 よ り も 優 位 で あ っ て 、 効 率 が 良 く 、 消 費 電 力 が 小  
さ く 、 共 鳴 し に く く で き 、 姿 勢 差 が 小 さ く な り 、 低 コ ス ト で あ る 手 ブ レ 防 止 機 構 と 、 こ れ  
を 備 え た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル 、 携 帯 端 末 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 形 態 は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル に 内 蔵 さ れ る 手 ブ レ 防 止 機 構 で あ っ て 、 基 部  
と 、 前 記 基 部 に 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル の 光 軸 方 向 で 対 向 し て 設 け ら れ た 可 動 部 で あ っ て 、  
前 記 基 部 に 対 し て 、 前 記 光 軸 方 向 に 直 交 す る 第 １ 方 向 、 前 記 光 軸 方 向 及 び 前 記 第 １ 方 向 に  
直 交 す る 第 ２ 方 向 、 の 各 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 可 動 部 と 、 前 記 基 部 と 前 記 可 動 部 と  
を 連 結 し 、 前 記 可 動 部 を 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 方 向 に  
移 動 さ せ る た め の 駆 動 力 を 発 す る 駆 動 部 と 、 を 備 え 、 前 記 可 動 部 は 撮 像 素 子 を 備 え 、 前 記  
駆 動 部 は 、 駆 動 ワ イ ヤ を 、 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る よ う に 一 対 有 し 、 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向  
す る よ う に 一 対 有 し て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 は 前 記 基 部 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 駆  
動 ワ イ ヤ の 中 間 部 は 前 記 可 動 部 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の う ち 少 な く と も  
１ 本 を 長 さ 方 向 に 変 形 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 可 動 部 を 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 に 近 づ く 方  
向 に 移 動 さ せ る 、 手 ブ レ 防 止 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 加 熱 さ れ る こ と で 長 さ 方 向 に 収 縮 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 一 方 が 収 縮 し た 場 合 、 前 記 一 対 を 構 成 す る  
前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 他 方 は 伸 長 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 金 属 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と が で き る が 、 本 発 明 を 実 現 可  
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能 な 他 の 材 料 に よ り 形 成 さ れ る こ と も で き 、 好 ま し く は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら 形 成 さ れ て い  
る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 基 部 は 給 電 電 極 を 備 え 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 両 端 は 、 前 記 給 電 電 極 に 固 定 さ れ  
る こ と で 前 記 基 部 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 給 電 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 駆  
動 ワ イ ヤ は 、 通 電 に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 前 記 収 縮 が な さ れ る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 可 動 部 は 、 前 記 光 軸 方 向 視 の 形 状 が 四 角 形 で あ っ て 、 前 記 可 動 部 は 、 前 記 基  
部 に 向 か っ て 突 出 し た ワ イ ヤ 変 曲 部 を 四 隅 に 備 え 、 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 の 側 面 に は 、 前 記 駆  
動 ワ イ ヤ の 前 記 中 間 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ の 前 記 中 間 部 が 前 記 可 動 部  
に 取 り 付 け ら れ て い る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 は 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 光 軸 方 向 に ず れ る こ と を 規 制 す る 溝  
ま た は 突 起 を 備 え る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 １ 方 向 で 対 称 に 配 置 さ  
れ 、 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 第 ２ 方 向 で 対 称 に 配 置 さ れ 、  
前 記 第 １ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ 、 及 び 、 前 記 第 ２ 方 向 に 対 向 す る 前 記 一 対  
の 駆 動 ワ イ ヤ の 中 心 位 置 に 、 前 記 撮 像 素 子 の 前 記 光 軸 方 向 視 の 中 心 が 一 致 す る も の と で き  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル に 加 え ら れ た 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 部 と 、 前 記 振 動 検 出  
部 が 検 出 し た 振 動 に 応 じ て 制 御 を 行 う 制 御 部 と 、 を 備 え る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 の 大 き さ に 応 じ て 、 前 記 駆 動 ワ イ  
ヤ を 変 形 さ せ る た め の エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 前 記 駆 動 部 に 対 し て 行 わ せ 、 前 記 振 動 検 出 部 が  
振 動 を 検 出 し な く な る と 、 前 記 エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 停 止 さ せ る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 基 部 と 前 記 可 動 部 の 一 方 は 永 久 磁 石 を 備 え 、 他 方 は ホ ー ル 素 子 を 備 え 、 前 記  
ホ ー ル 素 子 は 、 前 記 基 部 に 対 す る 前 記 可 動 部 の 、 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の う ち の  
少 な く と も 一 つ の 方 向 の 位 置 関 係 を 検 出 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 一 つ の 形 態 は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 を 内 蔵 し た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 一 つ の 形 態 は 、 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル を 備 え た 携 帯 端 末 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 手 ブ レ 防 止 に つ い て 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 処 理 に 関 し て 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 手 ブ レ 防 止 機 構 が 設 け ら れ た カ メ ラ モ ジ ュ ー  
ル の う ち 、 説 明 に 必 要 な 部 分 を 簡 略 的 に 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 を 示 し 、 可 動 部 に お け る ベ ー ス プ レ ー ト の 後 面 位 置  
か ら 後 方 を 見 た 場 合 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ か ら 説 明 に 必 要 な 部 分 を 抜 き 出 し て 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ４ か ら 説 明 に 必 要 な 部 分 を 抜 き 出 し て 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 図 ７ Ａ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 可 動 部 の う ち 撮 像 部 を 示 す 側 面 図 で あ  
る 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ｂ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 基 部 と 可 動 部 （ 撮 像 部 を 除 く ） を 示 す  
側 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ Ａ 】 図 ８ Ａ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 基 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ｂ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 基 部 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 ９ Ａ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 可 動 部 （ 撮 像 素 子 支 持 部 を 除 く ） を 示  
す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Ｂ は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 に お け る 可 動 部 （ 撮 像 素 子 支 持 部 を 除 く ） を 示  
す 底 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ に 関 し 、 図 面 を 示 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、  
以 下 の 「 光 軸 方 向 」 は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ の 光 軸 方 向 で あ る 。 被 写 体 側 を 前 方 （ 図 ３ 上  
で は 左 方 向 ） 、 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ 側 を 後 方 （ 図 ３ 上 で は 右 方 向 ） と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ は 、 携 帯 端 末 １ （ 例 え ば ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト ）  
等 が 備 え る カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 内 蔵 さ れ る 。 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ に 携 帯 端 末 １ に お け る  
手 ブ レ 防 止 機 能 の 概 要 を 示 す 。 手 ブ レ 防 止 機 能 自 体 は 公 知 で あ る た め 、 簡 単 に 説 明 す る 。  
図 １ に 示 す よ う に 携 帯 端 末 １ （ ス マ ー ト フ ォ ン を 例 示 ） に ユ ー ザ ー の 手 等 か ら 振 動 が 伝 わ  
る こ と が あ る 。 こ の 振 動 は カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 伝 わ る 。 振 動 は 、 例 え ば 図 １ に 矢 印 で 示  
す よ う な 回 転 運 動 成 分 を 有 し て い る 。 な お 、 直 線 移 動 成 分 を 有 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 携 帯 端 末 １ の 内 部 に は ジ ャ イ ロ セ ン サ １ １ 及 び サ ー ボ ド ラ イ バ １ ２  
が 設 け ら れ て お り 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に は ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ 及 び セ ン サ １ ４ が 設 け ら  
れ て い る 。 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 振 動 が 伝 わ る と 、 ジ ャ イ ロ セ ン サ １ １ が 検 知 し 、 サ ー ボ  
ド ラ イ バ １ ２ が ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ を セ ン サ １ ４ の 検 知 下 で 駆 動 さ せ 、 そ れ を ル ー プ す る  
（ サ ー ボ ル ー プ ） さ せ る こ と に よ り 、 レ ン ズ か ら 取 り 込 ま れ て 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ に 投 影 さ  
れ る 画 像 を ブ レ な い も の と で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ の 構 成 を 簡 略 的 に 示 す 。 携 帯 端 末 １ に レ ン ズ 支 持 部 ２ １ が  
支 持 さ れ て い る 。 図 示 を 省 略 し て い る が 、 レ ン ズ 支 持 部 ２ １ に は レ ン ズ 、 絞 り 、 オ ー ト フ  
ォ ー カ ス 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 レ ン ズ 支 持 部 ２ １ の 光 軸 方 向 後 方 に 、 レ ン ズ を 通 過 し て  
結 像 し た 撮 像 光 を 受 け る 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ は 手  
ブ レ 防 止 機 構 ３ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ は 、 基 部 ３ １ 、 可 動 部 ３ ２ 、 駆 動 部 ３ ３ を 備 え る 。 基 部 ３ １ は 、 手 ブ  
レ 防 止 機 構 ３ （ 及 び カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ ） に お い て 固 定 的 に 設 け ら れ た 、 板 状 の 部 分 で あ  
る 。 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 基 部 ３ １ は 、 剛 性 を 有 し て い て 平 板 状 の ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １  
と 、 ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ の 前 面 に 貼 り 合 わ せ ら れ 、 ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ と 比 べ て 柔 軟  
な フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ F l e x i b l e  P r i n t e d  C i r c u i t s 、 Ｆ Ｐ Ｃ ） ３ １ ２ と を 備 え る （ 図 ８ Ａ  
、 図 ８ Ｂ 参 照 ） 。 ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ は 光 軸 方 向 視 の 形 状 が 四 角 形 （ 具 体 的 に は 長 方 形  
） と さ れ て い る 。 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ３ １ ２ の う ち ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ に 重 な る 部 分 は 、  
ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ と 同 一 形 状 と さ れ て い る 。 基 部 ３ １ は 給 電 電 極 ３ １ ３ を 備 え る 。 給  
電 電 極 ３ １ ３ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ に 光 軸 方 向 の 前 方 に 突 出 す る よ う に し て 固 定 さ れ  
て い る 。 給 電 電 極 ３ １ ３ に は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に お け る 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ の 外 部 か ら  
矩 形 波 状 の 電 流 が 供 給 さ れ て い る 。 な お 、 供 給 さ れ る 電 流 は 、 直 流 電 流 や 、 矩 形 波 以 外 の  
波 形 を 有 す る 電 流 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 可 動 部 ３ ２ は 、 基 部 ３ １ に 光 軸 方 向 で 対 向 し て 設 け ら れ た 板 状 の 部 分 で あ る 。 可 動 部 ３  
２ は 、 平 板 状 の ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２ １ を 備 え る 。 ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２ １ は 、 光 軸 方 向 視 の  
形 状 が 四 角 形 （ 具 体 的 に は 長 方 形 ） と さ れ て い る 。 図 ７ Ａ 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 可 動 部  
３ ２ は 、 可 動 機 構 部 ３ ２ ａ と 、 可 動 機 構 部 ３ ２ ａ と は 別 体 で あ っ て 、 例 え ば 可 動 機 構 部 ３  
２ ａ に 接 着 に よ っ て 取 り 付 け ら れ る こ と で 、 可 動 機 構 部 ３ ２ ａ に 一 体 化 さ れ る 撮 像 部 ３ ２  
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ｂ と を 備 え る 。 撮 像 部 ３ ２ ｂ は 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 可 動 部 ３ ２ は 、 基 部 ３ １ に 対 し て 、 光 軸 方 向 に 直 交 す る 第 １ 方 向 Ｘ 、 光 軸 方 向 及 び 第 １  
方 向 Ｘ に 直 交 す る 第 ２ 方 向 Ｙ 、 の 各 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 形  
態 の 説 明 で は 、 図 ４ に 示 す 左 右 方 向 を 第 １ 方 向 Ｘ と し 、 上 下 方 向 を 第 ２ 方 向 Ｙ と す る 。 な  
お 、 可 動 部 ３ ２ は 、 第 １ 方 向 Ｘ と 第 ２ 方 向 Ｙ と が 合 成 さ れ た 方 向 （ 図 ４ に お け る 斜 め 方 向  
で あ っ て 、 角 度 は 任 意 ） に も 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ Ａ 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 可 動 部 ３ ２ は 、 ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２ １ か ら 後 方 に （ 基 部  
３ １ に 向 か っ て ） 突 出 し た ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ を 四 隅 に 備 え る 。 つ ま り 、 可 動 部 ３ ２ に お  
い て ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は ４ 箇 所 に 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は  
、 ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２ １ の 後 面 か ら 突 出 し た 円 柱 状 の 突 起 で あ る 。 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は  
樹 脂 等 の 絶 縁 体 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ に お い て 湾 曲 し た 側 面 に は 駆 動  
ワ イ ヤ ３ ３ １ が 引 っ 掛 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ４ 個 の ワ イ ヤ 変 曲 部  
３ ２ ２ で 形 成 さ れ る 仮 想 の 四 角 形 を 基 準 と し た 、 各 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 外 側 を 向 い て い  
る 外 側 部 分 ３ ２ ２ ａ の 一 部 に 沿 う よ う に し て 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 引 っ 掛 け ら れ て い る 。  
こ れ に よ り 、 光 軸 方 向 視 に お い て 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 変 曲 さ せ ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、  
図 ４ に 示 す よ う に 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 鋭 角 で 変 曲 し て い る が 、 直 角 や 鈍 角 の 変 曲 で あ っ  
て も よ い 。 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 光 軸 方 向 に ず れ る こ と を 規 制 す る  
溝 ３ ２ ２ １ を 備 え る （ 図 ９ Ａ 参 照 ） 。 こ の 溝 ３ ２ ２ １ は 、 円 柱 状 で あ る ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２  
２ の 軸 方 向 に 直 交 す る よ う に 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 側 面 に 設 け ら れ る 。 な お 、 溝 ３ ２ ２  
１ の 代 わ り に 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 引 っ 掛 け る 突 起 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 ワ イ ヤ  
変 曲 部 ３ ２ ２ の 外 周 面 全 体 が 湾 曲 面 と さ れ 、 湾 曲 面 の 凹 ん だ 部 分 に 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 引  
っ 掛 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 軸 方 向 端 部 に は 回 転 部 ３ ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 回 転 部 ３ ２ ３ は  
、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 、 基 部 ３ １ に 対 向 す る 端 面 か ら 一 部 が 突 出 す る よ う に 埋 め 込 ま れ  
た 回 転 体 （ 具 体 的 に は ボ ー ル ） を 備 え る 。 回 転 部 ３ ２ ３ は 基 部 ３ １ の 前 面 （ 平 面 ） に 当 接  
し て い て 、 基 部 ３ １ の 前 面 に 対 し て 回 転 す る 。 こ れ に よ り 可 動 部 ３ ２ が 基 部 ３ １ に 対 す る  
距 離 を 一 定 に 保 っ た ま ま 、 光 軸 方 向 に 直 交 す る 面 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 基 部 ３ １ と 可 動 部 ３ ２ と は 、 光 軸 方 向 に 分 離 し な い よ う に 、 面 方 向 へ の 移 動 を 許 容 し つ  
つ 、 光 軸 方 向 に 位 置 保 持 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 可 動 部 ３ ２ の 後 面 に 設 け ら れ た 複 数 （  
本 実 施 形 態 で は ４ 個 ） の 永 久 磁 石 ３ ２ ４ と 、 基 部 ３ １ の 前 面 で あ り 、 前 記 複 数 の 永 久 磁 石  
３ ２ ４ に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 磁 性 体 ３ １ ４ （ 例 え ば 鋼 材 ） と の 、 磁 力 に よ る 吸 引 力  
に よ っ て 光 軸 方 向 に 位 置 保 持 さ れ て い る 。 永 久 磁 石 ３ ２ ４ と 磁 性 体 ３ １ ４ と の 間 の 吸 引 力  
は 、 基 部 ３ １ に 対 し て 可 動 部 ３ ２ が 最 大 限 ず れ た 場 合 に も 作 用 す る よ う に 設 定 さ れ て い る  
。 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 基 部 ３ １ と 可 動 部 ３ ２ と は 、 面 方 向 に つ い て も 、 駆 動 部 ３ ３  
の 駆 動 す る 範 囲 を 超 え た 移 動 を 規 制 す る た め 、 可 動 部 ３ ２ に 当 接 す る ス ト ッ パ ー 等 を 設 け  
る こ と で 、 面 方 向 に 位 置 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 可 動 部 ３ ２ に は 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 他 に 円 柱 状 の ワ イ ヤ ガ イ  
ド ３ ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ は 可 動 部 ３ ２ の ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２  
１ か ら 後 方 に 突 出 し て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ は 樹 脂 等 の 絶 縁 体 か ら 形 成 さ れ て い る 。  
図 ４ 、 及 び 、 図 ４ か ら 一 部 構 成 を 抜 き 出 し た 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５  
は 、 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 通 る 経 路 で 、 給 電 電 極 ３ １ ３ と ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ （ 前 記 経 路  
上 で 給 電 電 極 ３ １ ３ に 最 も 近 い も の ） と の 間 に 位 置 し て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ の 外 周  
面 に 、 一 対 が 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 し て い る 方 の 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ （ 図 ５ に お い て 示 し た 駆  
動 ワ イ ヤ ３ ３ １ と 、 左 右 対 称 と な る 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ （ 図 示 し な い ） と の ２ 本 の 組 み 合 わ  
せ に お け る も の ） が 当 接 す る 。 こ の た め 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ は 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 し て ２  
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本 設 け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ の 外 周 面 と 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 当 接 状 態 は 、 各  
駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 伸 縮 及 び 可 動 部 ３ ２ の 基 部 ３ １ に 対 す る 移 動 に 応 じ て 変 化 す る 。 ワ イ  
ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ は 、 給 電 電 極 ３ １ ３ と ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ と の 間 に お い て 、 各 駆 動 ワ イ ヤ  
３ ３ １ の 、 延 び る 方 向 に 交 わ る 方 向 の ぶ れ を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 配 置 の 都 合 上 、 基 部 ３ １ に も 円 柱 状 の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ が  
設 け ら れ て い る 。 こ の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ は 基 部 ３ １ の ベ ー ス プ レ ー ト ３ １ １ か ら 前 方 に  
突 出 し て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ は 樹 脂 等 の 絶 縁 体 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド  
３ １ ５ は 、 図 ８ Ａ に 示 さ れ た 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ３ １ ２ に 設 け ら れ た 貫 通 穴 ３ １ ５ ｈ を 貫  
通 し て い る 。 図 ４ 、 及 び 、 図 ４ か ら 一 部 構 成 を 抜 き 出 し た 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の ワ イ ヤ  
ガ イ ド ３ １ ５ は 、 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 通 る 経 路 で 、 給 電 電 極 ３ １ ３ と ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２  
２ （ 前 記 経 路 上 で 給 電 電 極 ３ １ ３ に 最 も 近 い も の ） と の 間 に 位 置 し て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド  
３ １ ５ の 外 周 面 に 、 一 対 （ ２ 本 ） が 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 し て い る 方 の 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が  
当 接 す る 。 こ の た め 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ は 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 し て ２ 本 設 け ら れ て い る 。  
ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ の 外 周 面 と 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 当 接 状 態 は 、 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の  
伸 縮 に 応 じ て 変 化 す る 。 こ の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ は 可 動 部 ３ ２ の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ と 同  
様 、 給 電 電 極 ３ １ ３ と ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ と の 間 に お い て 、 各 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 、 延 び  
る 方 向 に 交 わ る 方 向 の ぶ れ を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 基 部 ３ １ と 可 動 部 ３ ２ の 一 方 （ 本 実 施 形 態 で は 可 動 部 ３ ２ ） は 永 久 磁 石 ３ ２ ４ を 備 え 、  
他 方 （ 本 実 施 形 態 で は 、 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ に お け る 固 定 側 の 基 部 ３ １ ） は ホ ー ル 素 子 ３ １  
６ を 備 え る 。 ホ ー ル 素 子 ３ １ ６ は 、 図 ８ Ａ 、 図 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 第 １ 方 向 Ｘ に 延 び る 一  
対 （ ２ 個 ） の 磁 性 体 ３ １ ４ の う ち 一 組 （ 図 ８ Ａ に お け る 上 側 の 磁 性 体 ３ １ ４ ） と 、 第 ２ 方  
向 Ｙ に 延 び る 一 対 （ ２ 個 ） の 磁 性 体 ３ １ ４ の う ち 一 組 （ 図 ８ Ａ に お け る 左 側 の 磁 性 体 ３ １  
４ ） で あ っ て 、 各 方 向 に 並 ぶ ２ 個 の 磁 性 体 ３ １ ４ に 挟 ま れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の  
ホ ー ル 素 子 ３ １ ６ に よ り 、 磁 性 体 ３ １ ４ に 対 向 し た 位 置 に 設 け ら れ て い る 永 久 磁 石 ３ ２ ４  
の 発 す る 磁 気 を 検 出 す る こ と に よ り 、 基 部 ３ １ に 対 す る 可 動 部 ３ ２ の 、 第 １ 方 向 Ｘ 及 び 第  
２ 方 向 Ｙ の 位 置 関 係 を 検 出 す る 。 こ の よ う に ホ ー ル 素 子 ３ １ ６ が 、 各 方 向 に 並 ぶ ２ 個 の 磁  
性 体 ３ １ ４ に 挟 ま れ る よ う に 設 け ら れ て い る こ と で 、 永 久 磁 石 ３ ２ ４ と 磁 性 体 ３ １ ４ と の  
間 の 吸 引 力 （ 磁 力 ） に よ る 、 基 部 ３ １ と 可 動 部 ３ ２ と の 光 軸 方 向 で の 位 置 保 持 と 、 基 部 ３  
１ に 対 す る 可 動 部 ３ ２ の 位 置 関 係 の 検 出 を 同 じ 部 分 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 駆 動 部 ３ ３ は 、 基 部 ３ １ と 可 動 部 ３ ２ と を 連 結 し 、 可 動 部 ３ ２ を 第 １ 方 向 Ｘ 及 び 第 ２ 方  
向 Ｙ の う ち の 少 な く と も 一 つ の 方 向 に 移 動 さ せ る た め の 駆 動 力 を 発 す る 部 分 で あ る 。 駆 動  
部 ３ ３ は 図 ４ に 示 す よ う に 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 、 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る よ う に 一 対 （ ２  
本 ） 有 し 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る よ う に 一 対 （ ２ 本 ） 有 し て い る 。 つ ま り 、 駆 動 ワ イ ヤ ３  
３ １ は ４ 本 用 い ら れ て い る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 長 さ 方 向 に 変 形 可 能 （ 伸 縮 可 能 ） に 構  
成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 加 熱 さ れ る こ と で 長 さ 方 向 に 収 縮 す る も  
の で あ っ て 、 本 実 施 形 態 で は 形 状 記 憶 合 金 （ S h a p e  M e m o r y  A l l o y 、 Ｓ Ｍ Ａ ） か ら 形 成 さ  
れ て い る 。 複 数 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 光 軸 方 向 に 前 後 に ず れ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め  
、 伸 縮 に 伴 っ て 互 い に 干 渉 し な い 。 な お 少 な く と も 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 、 駆 動 ワ イ ヤ ３  
３ １ 同 士 が 光 軸 方 向 視 で 交 差 す る 部 分 と そ の 周 囲 に つ き 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 前 後 に ず れ  
て 配 置 さ れ て い れ ば よ い 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 細 い た め 、 光 軸 方 向 に ず れ て 配 置 し て も 、  
手 ブ レ 防 止 機 構 ３ の 光 軸 方 向 の 寸 法 に 影 響 を 与 え る こ と は ほ と ん ど な い 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３  
１ は 、 例 え ば 横 断 面 が 円 状 で あ る 線 状 の も の で あ る 。 こ の よ う な 形 状 記 憶 合 金 製 ワ イ ヤ は  
、 汎 用 品 が 入 手 し や す い た め 、 コ ス ト 的 に 有 利 で あ る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 太 さ は 長 さ 方  
向 に わ た っ て 一 定 と さ れ て い る 。 ま た 、 材 質 も 長 さ 方 向 に わ た っ て 均 質 と さ れ て い る 。 断  
面 寸 法 は 種 々 に 設 定 で き る が 、 例 え ば 直 径 ５ ０ μ ｍ に 設 定 で き る 。 断 面 寸 法 は 、 駆 動 ワ イ  
ヤ ３ ３ １ の 一 端 か ら 他 端 ま で の 必 要 長 さ 、 伸 縮 の 反 応 精 度 、 耐 久 性 等 を 考 慮 し て 決 定 で き  
る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 加 熱 が さ れ な く な る と 、 自 然 冷 却 に よ り 元 の 長 さ に 戻 る 。 つ ま  
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り 、 加 熱 が さ れ な く な る と 長 さ 方 向 に 伸 長 す る 。 こ の 伸 長 は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ に 外 力 が  
か か る こ と で も な さ れ る 。 外 力 は 、 例 え ば 、 一 対 （ ２ 本 ） を 構 成 す る 他 の １ 本 の 駆 動 ワ イ  
ヤ ３ ３ １ が 収 縮 す る こ と に よ り 生 じ る 引 張 力 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 （ 詳 し く は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち で 駆 動 力 が 生 じ る 部 分 の  
う ち 両 端 ） は 基 部 ３ １ （ 給 電 電 極 ３ １ ３ ） に 固 定 さ れ て お り 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 間 部  
は 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ に 引 っ 掛 け ら れ る こ と で 可 動 部 ３ ２ に 位 置 ず れ 可 能 に 取 り 付 け ら  
れ て い る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 、 自 由 状 態 （ 収 縮 状 態 及 び 伸 長 状 態 で な い ） で の 張 力 は 、  
弛 み が 生 じ な い 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 自 由 状 態 で 張 っ た 状 態 と し て  
お く こ と に よ り 、 反 応 の 俊 敏 性 を 確 保 で き る 。 な お 、 張 力 は 、 携 帯 端 末 １ の 使 用 が 想 定 さ  
れ る 気 温 変 化 を 考 慮 し て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 第 １ 方  
向 Ｘ で 対 称 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 第 ２  
方 向 Ｙ で 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 、 及 び 、  
第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 心 位 置 に 、 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ の 光 軸 方  
向 視 の 中 心 （ 長 方 形 ま た は 正 方 形 で は 対 角 線 の 交 わ る 位 置 ） が 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ る  
。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 少 な く と も １ 本 を 変 形 さ せ る （ 具 体 的 に は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １  
が 加 熱 さ れ る こ と で 収 縮 す る ） こ と に よ り 、 可 動 部 ３ ２ を 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 に 近 づ  
く 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 加 熱 は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 自 体 へ の 通 電 で 生 じ る  
抵 抗 熱 を 利 用 し て な さ れ る 。 こ の た め 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 は 、 基 部 ３ １ に お け る 給  
電 電 極 ３ １ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 給 電 電 極 ３ １ ３ に 対 す る 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 接  
続 は 、 例 え ば 結 び 付 け 、 挟 み 込 み 、 ね じ 止 め 等 の 物 理 的 結 合 で な さ れ て も よ い し 、 は ん だ  
や 導 電 性 接 着 剤 を 用 い た 接 着 で な さ れ て も よ い 。 給 電 電 極 ３ １ ３ の う ち 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３  
１ の 一 端 側 が 固 定 さ れ る 側 は 正 極 、 他 端 側 が 固 定 さ れ る 側 は 負 極 と さ れ て い る 。 ま た 、 駆  
動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 間 部 は 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ の 側 面 に 当 接 す る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は  
、 給 電 電 極 ３ １ ３ か ら 供 給 さ れ る 電 流 に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 収 縮 が な さ れ る 。 こ の  
た め 本 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 収 縮 は 部 分 的 で は な く 、 全 長 に わ た っ て な さ れ  
る 。 各 方 向 Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 一 方 の １ 本 が 通 電 に  
よ り 収 縮 す る 際 、 他 方 の １ 本 は 通 電 が さ れ な い こ と で 非 加 熱 状 態 と さ れ 、 自 発 的 に は 収 縮  
も 伸 長 も し な い 。 し か し 、 他 方 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 一 方 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 収 縮 に  
伴 う 力 を 受 け て 、 他 方 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 自 体 が 有 す る 弾 性 に よ っ て 伸 長 さ せ ら れ る 。 作  
用 を 具 体 的 に 説 明 す る と 、 通 電 さ れ て 収 縮 す る 一 方 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 当 該 駆 動 ワ イ  
ヤ ３ ３ １ が 引 っ 掛 け ら れ た ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ に 対 し て 駆 動 力 を 伝 達 す る 。 こ れ に 伴 い 可  
動 部 ３ ２ が 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 移 動 す る 可 動 部 ３ ２ が 備 え る 別 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ に  
引 っ 掛 け ら れ た 他 方 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ （ 非 通 電 ） は 強 制 的 に 伸 長 さ せ ら れ る こ と に な る  
。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 一 方 が 収 縮 し た  
場 合 、 前 記 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 他 方 は 伸 長 す る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 こ れ に よ り 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 一 方 に よ り 生 じ る 駆 動 力 が 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 他 方 に  
よ り 阻 害 さ れ な い 。 さ ら に 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 他 方 の 張 力 が 可 動 部 ３ ２ に か か っ た 状 態  
で 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 一 方 が 収 縮 す る こ と か ら 、 可 動 部 ３ ２ を 安 定 的 に 移 動 さ せ ら れ る 。  
こ こ で 外 観 上 、 各 方 向 Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ そ れ ぞ れ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 一  
方 （ １ 本 ） が 収 縮 し て 他 方 （ １ 本 ） が 伸 長 す る と い う 関 係 と な る か ら 連 動 す る よ う に 見 え  
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ に 示 さ れ た 、 第 １ 方 向 Ｘ （ 図 示 左 右 方 向 ） に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３  
３ １ の う ち 、 説 明 を 容 易 に す る た め に １ 本 を 抜 き 出 し て 図 ５ に 示 す 。 な お 、 第 １ 方 向 Ｘ に  
対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 、 図 ５ に 示 し た も の と 対 向 す る 位 置 関 係  
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に あ る も の は 、 図 示 さ れ て い る も の に 対 し 、 光 軸 方 向 視 で １ ８ ０ ° 対 称 の 動 作 （ 図 示 に お  
け る 左 右 逆 の 動 作 ） を す る 。 な お 、 前 述 の よ う に 、 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、  
一 方 の １ 本 が 収 縮 す る 際 に は 他 方 の １ 本 は 収 縮 し な い よ う に 制 御 さ れ 、 同 時 に 両 方 （ ２ 本  
） の 収 縮 力 が 対 抗 し な い よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 方 向 Ｙ （ 図 示 上 下 方 向 ） に 対 向 す  
る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 、 説 明 を 容 易 に す る た め に １ 本 を 抜 き 出 し て 図  
６ に 示 す 。 ま た 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 、 図 ６ に  
示 し た も の と 対 向 す る 位 置 関 係 に あ る も の は 、 図 示 さ れ て い る も の に 対 し 、 光 軸 方 向 視 で  
１ ８ ０ ° 対 称 の 動 作 （ 図 示 に お け る 上 下 逆 の 動 作 ） を す る 。 な お 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る  
一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の そ れ ぞ れ は 、 図 ５ に 示 し た も の に 対 し 、 光 軸 方 向 視 で ９ ０ ° 対  
称 の 動 作 を す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 こ の た め 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 は 、 図 ５ に 関 し て の み 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 し た 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ （ 一 対 の う ち １ 本 ） は 、 図 示 し た 位 置 関 係 に て 、 ま ず 、  
第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ と し て 、 左 上 の 給 電 電 極 ３ １ ３ か ら 上 側 の ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ を 通 り 、  
右 上 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ ま で 右 斜 め 上 方 向 に 延 び る 。 右 上 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ で 駆 動  
ワ イ ヤ ３ ３ １ は 下 方 向 に 曲 げ ら れ 、 第 ２ 経 路 ３ ３ １ ｂ と し て 、 右 下 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２  
ま で 下 （ 真 下 ） 方 向 に 延 び る 。 右 下 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ で 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 左 方 向 に  
曲 げ ら れ る 。 次 に 、 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ と し て 、 右 下 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ か ら 下 側 の ワ イ  
ヤ ガ イ ド ３ ２ ５ を 通 り 、 左 下 の 給 電 電 極 ３ １ ３ ま で 左 斜 め 上 方 向 に 延 び る 。 こ の よ う に 、  
本 実 施 形 態 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 通 る 経 路 （ 連 続 す る 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ ～ 第 ３ 経 路 ３ ３ １  
ｃ ） は 、 ほ ぼ 台 形 の 形 状 （ 「 脚 」 に 相 当 す る 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ と 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ と が 対  
称 形 状 ） で あ っ て 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ が 台 形 の 「 下 底 」 （ 第 ２ 経 路 ３ ３ １ ｂ が 相 当 す る  
） と 「 脚 」 と の 交 差 部 分 に あ り 、 台 形 の 「 上 底 」 を 除 い た 部 分 の 各 辺 に 沿 う よ う に し て 駆  
動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 台 形 （ 厳 密 な 台 形 形 状 ） の  
辺 の 全 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 必 要 は な く 、 例 え ば ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ で は 駆 動 ワ イ ヤ  
３ ３ １ が 湾 曲 す る こ と か ら 、 台 形 の 辺 と は 離 れ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 通 電 さ れ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 全 体 が 長 さ 方 向 に 収 縮 す る 。  
こ れ に よ り 、 図 示 上 下 の 経 路 （ 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ 及 び 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ ） に て 、 各 径 路 に  
沿 っ て 図 に 記 載 し た 矢 印 の う ち で 左 方 向 （ 詳 し く は 、 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ は 左 斜 め 下 方 向 、  
第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ は 左 斜 め 上 方 向 ） に 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 全 体 的 に 移 動 す る 。 図 示 右 側 の  
経 路 （ 第 ２ 経 路 ３ ３ １ ｂ ） に お い て も 、 こ の 経 路 の 収 縮 に 伴 い 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 全 体 的  
に 移 動 す る 。 給 電 電 極 ３ １ ３ は 固 定 さ れ た 基 部 ３ １ に 設 け ら れ て い る た め 、 可 動 部 ３ ２ に  
設 け ら れ た 図 示 上 下 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は 図 示 左 方 向 に 移 動 す る 。 従 っ て 、 可 動 部 ３ ２  
が 図 ５ の 中 央 に 描 か れ た 矢 印 の 左 方 向 に 移 動 す る 。 一 方 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ へ の 通 電 が 停  
止 す る と 、 自 然 冷 却 に よ り 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 全 体 が 長 さ 方 向 に 伸 長 す る 。 こ れ と 同 時 に 、  
一 対 を 構 成 す る う ち で 、 図 ５ に 示 し て い な い 他 の １ 本 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 自 己 の 有 す る  
張 力 に よ っ て 収 縮 す る （ な お 、 通 電 に よ り 収 縮 さ せ る こ と も で き る ） 。 こ れ に 伴 い 、 前 記  
通 電 時 と は 逆 に 、 可 動 部 ３ ２ が 図 ５ の 中 央 に 描 か れ た 矢 印 の 右 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ と 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ と は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 う 仮 想 線 （ 図 示 し て い な い  
） を 基 準 と し て 対 称 に 配 置 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第 １ 経 路 ３ ３ １ ａ と 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ と  
は 、 長 さ が 等 し く 、 光 軸 方 向 視 で の 前 記 仮 想 線 に 対 す る 角 度 も 等 し い 。 ま た 、 第 １ 経 路 ３  
３ １ ａ と 第 ２ 経 路 ３ ３ １ ｂ と が な す 角 度 と 、 第 ２ 経 路 ３ ３ １ ｂ と 第 ３ 経 路 ３ ３ １ ｃ と が な  
す 角 度 も 等 し い 。 こ の よ う に 各 径 路 が 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 全 体  
が 収 縮 す る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 引 っ 掛 け ら れ た 、 図 示 上 下 に 位 置 す る 二 つ の ワ イ ヤ 変  
曲 部 ３ ２ ２ は 、 前 記 仮 想 線 に 沿 っ て 等 し い 距 離 を 移 動 す る 。 こ の た め 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２  
２ が 設 け ら れ た ベ ー ス プ レ ー ト ３ ２ １ も 同 じ 距 離 を 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は ４ 本 が 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 配 置 さ れ  
て い る 。 第 １ 方 向 Ｘ に 可 動 部 ３ ２ を 移 動 さ せ る 場 合 、 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ）  
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の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 １ 本 が 通 電 状 態 と な り 、 他 の １ 本 が 非 通 電 状 態 と さ れ る 。 ま た 、  
第 ２ 方 向 Ｙ に 可 動 部 ３ ２ を 移 動 さ せ る 場 合 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ  
イ ヤ ３ ３ １ は 、 １ 本 が 通 電 状 態 と な り 、 他 の １ 本 が 非 通 電 状 態 と さ れ る 。 第 １ 方 向 Ｘ 側 の  
駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ と 第 ２ 方 向 Ｙ 側 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ と は 同 時 に 通 電 さ れ る こ と が あ る 。  
こ の 場 合 、 斜 め 方 向 に 可 動 部 ３ ２ を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 第 １ 方 向 Ｘ 側 の 駆 動 ワ イ ヤ  
３ ３ １ と 第 ２ 方 向 Ｙ 側 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ に 通 電 す る 電 流 に 差 を 設 け る こ と で 、 第 １ 方 向  
Ｘ ま た は 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 す る 移 動 角 度 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 比 較 例 と し て 、 光 軸 方 向 視 で 正 方 形 に 形 成 し た 可 動 部 に お け る 対 角 二 点 を 固 定 点  
、 他 の 対 角 二 点 を 動 作 点 に 設 定 し 、 動 作 点 を 形 状 記 憶 合 金 製 の 駆 動 ワ イ ヤ に よ っ て 、 可 動  
部 の 周 縁 に 沿 う 方 向 で あ る 一 方 向 と 、 前 記 一 方 向 に 直 交 す る 他 方 向 に 移 動 さ せ る 構 成 を 挙  
げ る 。 こ の 比 較 例 で は 、 可 動 部 の 周 縁 に 沿 っ て 直 線 状 に 延 び る 駆 動 ワ イ ヤ が ４ 本 配 置 さ れ  
る 。 と こ ろ が 、 こ の 比 較 例 で は 、 所 望 の 方 向 に 可 動 部 を 移 動 さ せ る た め に 、 二 つ の 動 作 点  
を 移 動 さ せ る 必 要 が あ る が 、 こ の た め に は ４ 本 の 駆 動 ワ イ ヤ の 通 電 制 御 （ オ ン 、 オ フ ） が  
複 雑 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １  
の う ち １ 本 と 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 （ ２ 本 ） の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち １ 本 と を 選  
択 し て 通 電 す る 、 ま た は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち １ 本 の み  
を 通 電 す る 、 ま た は 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち １ 本 の み を 通  
電 す る だ け で 、 可 動 部 ３ ２ を 所 望 の 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 コ ス ト 的  
に 有 利 な 簡 略 な 構 成 で あ り な が ら 、 高 性 能 な 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ を 実 現 で き る 。 そ し て 本 実  
施 形 態 で は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 駆 動 源 と し て 用 い る こ と に よ り 、 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ を 、  
従 来 に 比 べ て 共 鳴 し に く く で き 、 姿 勢 差 が 小 さ く な り 、 低 コ ス ト と で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ 、 ま た は カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ を 備 え た 機 器 （ 携 帯 端 末 １ ） は  
、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 加 え ら れ た 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 部 と 、 振 動 検 出 部 が 検 出 し た  
振 動 に 応 じ て 制 御 を 行 う 制 御 部 （ 図 示 し な い ） と 、 を 備 え る 。 な お 、 携 帯 端 末 １ に お け る  
カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ の 手 ブ レ に 対 応 す る べ く 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ を 制 御 す る た め の 構 成 （ 例  
え ば 、 制 御 部 や 、 本 説 明 で 特 記 し な か っ た セ ン サ 類 ） は 、 公 知 の 構 成 を 利 用 で き る 。 振 動  
検 出 部 に は 、 例 え ば 前 述 し た ジ ャ イ ロ セ ン サ １ １ （ 図 １ 参 照 ） が 用 い ら れ る 。 制 御 部 は 、  
振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 の 大 き さ に 応 じ て 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 加 熱 す る た め の エ ネ ル  
ギ ー の 入 力 （ 本 実 施 形 態 で は 通 電 ） を 駆 動 部 ３ ３ に 対 し て 行 わ せ 、 振 動 検 出 部 が 振 動 を 検  
出 し な く な る と 、 エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ へ の 入 力 で あ る 通 電 か ら 、 出 力 で あ る 収 縮 ま で の 時 間 差 を 考 慮 し て 制  
御 部 が 制 御 す る こ と に よ り 、 手 ブ レ に よ り カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 加 わ る 振 動 へ の 応 答 性 を  
良 好 に で き る 。 ま た 、 制 御 部 に よ り 、 各 方 向 Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の  
一 方 の 通 電 と 他 方 の 通 電 と を 瞬 時 に 切 り 換 え る こ と で 、 基 部 ３ １ に 対 す る 可 動 部 ３ ２ の 俊  
敏 な 移 動 を 実 現 で き る 。 以 上 の よ う な 制 御 に よ り 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ の 手 ブ レ に 、 撮 像  
素 子 ３ ２ ｂ １ に 影 響 さ せ な い よ う に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に つ い て ま と め る と 、 本 実 施 形 態 は 、 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 内 蔵 さ れ  
る 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ で あ っ て 、 基 部 ３ １ と 、 前 記 基 部 ３ １ に 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ の 光  
軸 方 向 で 対 向 し て 設 け ら れ た 可 動 部 ３ ２ で あ っ て 、 前 記 基 部 ３ １ に 対 し て 、 前 記 光 軸 方 向  
に 直 交 す る 第 １ 方 向 Ｘ 、 前 記 光 軸 方 向 及 び 前 記 第 １ 方 向 Ｘ に 直 交 す る 第 ２ 方 向 Ｙ 、 の 各 方  
向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た 可 動 部 ３ ２ と 、 前 記 基 部 ３ １ と 前 記 可 動 部 ３ ２ と を 連 結 し 、 前  
記 可 動 部 ３ ２ を 前 記 第 １ 方 向 Ｘ 及 び 前 記 第 ２ 方 向 Ｙ の う ち の 少 な く と も 一 つ の 方 向 に 移 動  
さ せ る た め の 駆 動 力 を 発 す る 駆 動 部 ３ ３ と 、 を 備 え 、 前 記 可 動 部 ３ ２ は 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １  
を 備 え 、 前 記 駆 動 部 ３ ３ は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 、 前 記 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る よ う に 一 対  
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有 し 、 前 記 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る よ う に 一 対 有 し て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 は  
前 記 基 部 ３ １ に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 間 部 は 前 記 可 動 部 ３ ２ に 取 り  
付 け ら れ て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 少 な く と も １ 本 を 長 さ 方 向 に 変 形 さ せ る こ  
と に よ り 、 前 記 可 動 部 ３ ２ を 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 に 近 づ く 方 向 に 移 動 さ せ る 、 手  
ブ レ 防 止 機 構 ３ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 各 方 向 Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る よ う に 一 対 設 け ら れ た 、 形 状 記 憶 合 金 製 の  
駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の う ち 少 な く と も １ 本 を 変 形 さ せ る こ と に よ り 、 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ を 備  
え た 可 動 部 ３ ２ を 基 部 ３ １ に 対 し て 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 加 熱 さ れ る こ と で 長 さ 方 向 に 収 縮 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 収 縮 力 を 、 可 動 部 ３ ２ を 基 部 ３ １ に 対 し て 移 動  
さ せ る 力 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 前 記 一 対 を 構 成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 一 方 が 収 縮 し た 場 合 、 前 記 一 対 を 構  
成 す る 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 他 方 は 伸 長 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 一 方 に よ り 生 じ る 駆 動 力 が 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の  
他 方 に よ り 阻 害 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 形 状 記 憶 合 金 か ら 形 成 さ れ て い る も の と で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 、 入 手 が 容 易 な 材 料 で 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 前 記 基 部 ３ １ は 給 電 電 極 ３ １ ３ を 備 え 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 は 前 記 給 電  
電 極 ３ １ ３ に 固 定 さ れ る こ と で 前 記 基 部 ３ １ に 固 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 給 電 電 極 ３ １ ３ に  
電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 通 電 に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 前  
記 収 縮 が な さ れ る も の と で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 、 通 電 に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 収 縮 が な さ  
れ る こ と か ら 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 加 熱 さ せ る た め の 別 個 の 加 熱 手 段 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 前 記 可 動 部 ３ ２ は 、 前 記 光 軸 方 向 視 の 形 状 が 四 角 形 で あ っ て 、 前 記 可 動 部 ３ ２ は  
、 前 記 基 部 ３ １ に 向 か っ て 突 出 し た ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ を 四 隅 に 備 え 、 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部  
３ ２ ２ の 側 面 に は 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 前 記 中 間 部 が 当 接 す る こ と に よ り 、 前 記 駆 動  
ワ イ ヤ ３ ３ １ の 前 記 中 間 部 が 前 記 可 動 部 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る も の と で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 可 動 部 ３ ２ の 四 隅 に 備 え ら れ た ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ に よ り 、 各 方 向  
Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 容 易 に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 前 記 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 前 記 光 軸 方 向 に ず れ る こ と  
を 規 制 す る 溝 ま た は 突 起 を 備 え る も の と で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 溝 ま た は 突 起 に よ り 、 ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ が 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ を 光  
軸 方 向 で 安 定 的 に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 前 記 第 １ 方 向 Ｘ で 対  
称 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 前 記 第 ２ 方 向  
Ｙ で 対 称 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 Ｘ に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ 、 及 び 、 前  
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記 第 ２ 方 向 Ｙ に 対 向 す る 前 記 一 対 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 心 位 置 に 、 前 記 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ  
１ の 前 記 光 軸 方 向 視 の 中 心 が 一 致 す る も の と で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 全 て の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 対 称 配 置 さ れ 、 そ の 配 置 に お け る 中 心 位  
置 に 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ の 中 心 を 位 置 さ せ る こ と で 、 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ の 構 成 を 単 純 化 で き  
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 前 記 カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ に 加 え ら れ た 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 部 （ ジ ャ イ ロ セ ン  
サ １ １ 等 ） と 、 前 記 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 に 応 じ て 制 御 を 行 う 制 御 部 と 、 を 備 え る も  
の と で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 に 応 じ て 制 御 部 が 制 御 す る こ と で 、 高 性  
能 な 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ と で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 振 動 検 出 部 が 検 出 し た 振 動 の 大 き さ に 応 じ て 、 前 記 駆 動 ワ イ  
ヤ ３ ３ １ を 変 形 さ せ る た め の エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 前 記 駆 動 部 ３ ３ に 対 し て 行 わ せ 、 前 記 振  
動 検 出 部 が 振 動 を 検 出 し な く な る と 、 前 記 エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 停 止 さ せ る も の と で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 制 御 部 に よ り 駆 動 部 ３ ３ に 対 す る エ ネ ル ギ ー の 入 力 を 制 御 す る こ と  
で 、 高 性 能 な 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ と で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 前 記 基 部 ３ １ と 前 記 可 動 部 ３ ２ の 一 方 は 永 久 磁 石 ３ ２ ４ を 備 え 、 他 方 は ホ ー ル 素  
子 ３ １ ６ を 備 え 前 記 ホ ー ル 素 子 ３ １ ６ は 、 前 記 基 部 ３ １ に 対 す る 前 記 可 動 部 ３ ２ の 、 前 記  
第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 方 向 の 位 置 関 係 を 検 出 す る も の と で  
き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 永 久 磁 石 ３ ２ ４ と ホ ー ル 素 子 ３ １ ６ と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 可 動 部  
３ ２ の 移 動 状 態 を 検 出 す る た め の 構 成 を 単 純 化 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 は 、 前 記 手 ブ レ 防 止 機 構 を 内 蔵 し た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ で あ り 、 前 記  
カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ を 備 え た 携 帯 端 末 １ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 に よ る と 、 各 方 向 Ｘ ， Ｙ に 対 向 す る よ う に 一 対 設 け  
ら れ た 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ に よ り 、 撮 像 素 子 ３ ２ ｂ １ を 備 え た 可 動 部 ３ ２ を 基 部 ３ １ に 対 し  
て 移 動 さ せ ら れ る た め 、 従 来 技 術 よ り も 優 位 で あ っ て 、 効 率 が 良 く 、 消 費 電 力 が 小 さ く 、  
共 鳴 が 起 こ ら ず 、 コ ス ト が 低 い 手 ブ レ 防 止 機 構 ３ と 、 こ れ を 備 え た カ メ ラ モ ジ ュ ー ル ２ 、  
携 帯 端 末 １ を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 は 以 上 の と お り で あ る が 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の  
意 図 す る 範 囲 内 に お い て 適 宜 設 計 変 更 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 作 用 効 果  
も 、 前 記 実 施 形 態 で 述 べ た も の 限 定 さ れ な い 。 即 ち 、 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て  
の 点 で 例 示 で あ っ て 本 発 明 を 制 限 す る も の で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 前 述 の 説 明 で は な  
く 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 画 定 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 の 範 囲 に は 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等  
の 意 味 及 び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ は 、 給 電 電 極 ３ １ ３ か ら 供 給 さ れ る 電 流  
に よ り 自 己 が 発 熱 す る こ と で 収 縮 が な さ れ る よ う 構 成 さ れ て い た 。 し か し こ れ に 限 ら ず 、  
駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ と は 別 の 熱 源 を 備 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 給 電 電 極 ３ １ ３ は 不 要 で あ り  
、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 は 基 部 ３ １ の 別 の 位 置 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 両 端 は 基 部 ３ １ に 固 定 さ れ 、 駆 動 ワ イ ヤ  
３ ３ １ の 中 間 部 は 可 動 部 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ て い た 。 し か し 、 こ れ と は 逆 に 、 駆 動 ワ イ ヤ  
３ ３ １ の 両 端 が 可 動 部 ３ ２ に 固 定 さ れ 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 中 間 部 が 基 部 ３ １ に 取 り 付 け  
ら れ た 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 の ワ イ ヤ 変 曲 部 ３ ２ ２ は 円 柱 状 の 突 起 で あ っ た が 、 そ の 他 、 駆 動 ワ  
イ ヤ ３ ３ １ の 伸 縮 に 伴 い 回 転 す る プ ー リ で 実 施 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が ４ 本 用 い ら れ て い た 。 し か し 、 手 ブ レ 防 止  
機 構 ３ が 有 す る 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 本 数 は 限 定 さ れ な い 。 こ の た め 、 ３ 本 、 ま た は ５ 本 以  
上 で も よ い 。 な お 、 複 数 の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 各 々 は 回 転 対 称 位 置 に 配 置 す る こ と が 、 制  
御 を 容 易 に す る た め 望 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ ， ３ ２ ５ に 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ が 通 る 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 に  
よ っ て ワ イ ヤ ガ イ ド ３ １ ５ ， ３ ２ ５ に 対 す る 駆 動 ワ イ ヤ ３ ３ １ の 位 置 決 め を 行 っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
１           携 帯 端 末
２           カ メ ラ モ ジ ュ ー ル
３           手 ブ レ 防 止 機 構
３ １         基 部
３ １ １       ベ ー ス プ レ ー ト （ 基 部 ）
３ １ ２       フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ Ｆ Ｐ Ｃ ）
３ １ ３       給 電 電 極
３ １ ４       磁 性 体
３ １ ５       ワ イ ヤ ガ イ ド
３ １ ６       ホ ー ル 素 子
３ ２         可 動 部
３ ２ ａ       可 動 機 構 部
３ ２ ｂ       撮 像 部
３ ２ ｂ １     撮 像 素 子
３ ２ １       ベ ー ス プ レ ー ト （ 可 動 部 ）
３ ２ ２       ワ イ ヤ 変 曲 部
３ ２ ３       回 転 部
３ ２ ４       永 久 磁 石
３ ３         駆 動 部
３ ３ １       駆 動 ワ イ ヤ
Ｘ           第 １ 方 向
Ｙ           第 ２ 方 向
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】
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【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】
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